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（別添３） 

 

 

知財総合支援窓口運営業務の選定基準 

 

 

 本事業を実施する事業者の選定にあたっては、申請書類を基に以下の項目の観点から選定する。 

 【基礎項目】が満たされていない場合は失格となるので注意すること。 

 

１．業務の実施体制 

（１）人員体制 

【基礎項目】 

－公募要領で必須とする体制が整備されているか。 

  

【評価項目】 

－目標件数や任意の提案内容に応じ適切な体制となっているか。 

 

（２）業務の実施環境 

【基礎項目】 

－常設窓口が１箇所設置されているか。 

  

【評価項目】 

－地域の実情に応じ中小企業等の利便性を考慮した提案となっているか。 

 

２．実施する業務 

（１）窓口の運営方針 

 【基礎項目】 

－窓口の運営方針が記載されているか。 

 

【評価項目】 

－地域の実情等を踏まえつつ、中小企業等利用者の事業戦略等を踏まえた知的財産に関する

支援、知的財産を活用する中小企業の拡大に向けた運営方針が記載されているか。 

 

（２）知的財産活用の重要性の普及啓発及び窓口の広報 

【基礎項目】 

－公募要領で必須とする事業の実施が記載されているか。 

 

【評価項目】 

－必須とする事業の提案が、知的財産に取り組む中小企業の発掘・裾野拡大の観点から優れ 

ているか。 
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－その他任意で提案する周知・広報活動に関する提案が優れているか。 

 

（３）その他任意の提案 

【評価項目】 

－提案された調査事業その他の活動に関する提案が優れているか。 

 

３．目標の設定及び目標管理 

 【基礎項目】 

   －公募要領で要求する項目の目標設定及び目標管理の記載があるか。  

 

 【評価項目】 

－設定された目標が、知的財産を活用して成長する中小企業を増やす観点からみて十分なも

のか。また、達成か可能な目標となっているか。 

－目標達成に向けた活動、目標管理の方策の提案が優れているか。 

 

 

４．今までに実施した中小企業支援の事業実績（他機関から中小企業支援に関する業務を受託する等に

より実施したものを含む） 

 

 

５．本事業の目的及び施策の意図と合致した実施内容であり、中小企業等に対する知的財産活用支

援に係る独自のノウハウを有する等、本事業の実施が十分に見込まれ、かつ優れているかどう

か 
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配点 評価基準

１．業務の実施体制

（１）人員体制

【基礎項目】 事業責任者、普及啓発等業務担当者、事務補助者の配置 － 事業責任者、普及啓発等業務担当者、事務補助者が配置されているか。

【評価項目】
任意で配置する相談対応者・業務担当者等を含む全体の業務
実施体制

20 提案内容、目標に照らして、適切な体制がとられているか。

（２）業務の実施環境

【基礎項目】 常設窓口を１箇所に設置 － 常設窓口の１箇所設置の提案があるか。

【評価項目】 窓口全体の構成 20
中小企業等利用者の利便性を考慮した、適切な場所に窓口（臨時窓口等含む）を設置しているか
どうか。

２．実施する業務

（１）窓口の運営方針

【基礎項目】 窓口の運営方針の記載 － 窓口運営方針の記載があるか。

【評価項目】 地域の実情等を踏まえた窓口運営方針 20
地域の実情を十分に理解した上で、中小企業等利用者の事業戦略等を踏まえた知的財産に関す
る支援、知的財産を活用する中小企業の拡大に向けた運営方針が記載されているか。

（２）知的財産活用の重要性の普及啓発及び窓口の広報

【基礎項目】 必須とする事業全てが提案されている。 －
窓口ＨＰ運営、リーフレット（１５００部）作成・配布、イベントにおける周知活動（年１回）、中小企業
への個別訪問、連携会議（年２回）の提案がある。

【評価項目】 窓口のＨＰ運営 5 ＨＰ運営に関する提案が、知的財産を活用する中小企業の拡大の観点から優れているか。

リーフレット作成・配布 5
リーフレット作成・配布に関する提案が知的財産を活用する中小企業の拡大の観点から優れてい
るか。

イベントにおける周知活動 10
イベントにおける周知活動に関する提案が知的財産を活用する中小企業の拡大の観点から優れ
ているか。

中小企業への個別訪問 20
中小企業への個別訪問に関する提案が知的財産を活用する中小企業の拡大の観点から優れて
いるか。

連携会議の開催 10
知的財産を活用する中小企業の拡大の観点から、地域内の様々な支援機関との十分な連携、か
つ、連携する支援機関との定期的な情報共有ができる提案となっていることが認められるか。

その他任意の提案 10
その他任意の提案内容が、知的財産を活用する中小企業の拡大の観点から、優れた提案となっ
ているか。

（３）その他任意の提案

【評価項目】 調査事業その他の活動の提案 10 提案内容が、知的財産を活用した中小企業等の成長に寄与するものとなっているか。

３．目標の設定及び目標管理

【基礎項目】 目標設定及び目標管理の記載 － 目標設定及び目標管理の記載がある。

【評価項目】 目標設定 10
設定された目標が、知的財産を活用して成長する中小企業を増やす観点からみて十分なものか。
また、達成可能か。

目標管理の方策 20 目標達成に向けた活動、目標管理の方策の提案が優れているか。

４．中小企業支援の事業実績

【評価項目】
①中小企業等に対する支援実績、知財支援に係る独自支援ノ
ウハウの有無

20
中小企業等に対する支援事業の実施等、支援実績を有するか。その支援実績は優れたものか。
また、知財支援に係る独自の支援ノウハウを有するか。

５．提案書全体を通した評価

【評価項目】 ⑦施策の目的の理解と実施効果 20
提案書全体を通して、本事業の目的および施策の意図を理解し、これに合致した実施内容であ
り、独自のノウハウを有する等本事業の実施が十分に見込まれるもので、かつ優れているか。

総　合　計 200

項目

 


